
 長子配布    

【学校教育目標】「自ら気づき、考えて、行動する子どもの育成 ～やさしく かしこく たくましく～」  
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かがやく  東っ子 

朝から蝉の鳴き声が響き渡り、いよいよ本格的な夏がやってきました。子どもたちは、 

明日から始まる夏休みを前に、わくわくしている様子です。 
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令和８年７月１７日 

文責 校長 坂本康子 東川登小 HP － 響き合う 東っ子の輝き － 

 

その際、子どもたちに一つの図を見せました。 

真ん中にある黒い丸（●）は「不安や悩み」で

す。その周りを取り囲む水色の丸（ ）は「体験・

経験」です。周りの水色の丸（ ）が大きくなれば

なるほど、不思議と真ん中の黒い丸（●）は小さ

く見えてきます。 

夏休みは、たくさんの体験・経験をしよう！ 

夏休みは、長い休みだからこそできる体験に挑戦し、たくさんの思い出を作ってほしい 

と思っています。休み明け、一段とたくましくなった子どもたちに会えることを楽しみにして

います。 

保護者のみなさま、地域のみなさま、子どもたちの安全等への見守りを、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

明日から、いよいよ子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。今日の「夏休みを迎  

える会」では、子どもたちに「夏休みに、たくさんの経験・体験をしよう」という話をしました。 

実は、子どもたちが日々抱える不安や悩みも、これと同じです。 

私たち大人が「大したことではないよ」と思える悩みを子どもが深刻に抱えてしまうのは、

大人が冷たいからではなく、大人にはこれまでの豊かな「体験や経験」という盾があるからで

す。体験や経験が多ければ多いほど、不安や悩みは相対的に小さく感じられるようになりま

す。 

だからこそ、この長い夏休みに、たくさんの体験をしてほしいと思っています。 料理や栽培、 

工作や自由研究、じっくり取り組む読書や、社会体育での汗……。学校生活ではなかなかで

きないことに、「自分でやってみる」という挑戦のすべてが、子どもたちの水色の丸を大きくして

いきます。 

ご家庭におかれましても、子どもたちの「やってみたい」を温かく見守り、小さなことで構わ 

ないので、「自分でやってみる」という体験・経験への挑戦を応援していただければ幸いです。 

事故や怪我には十分気をつけながら、たくさんの思い出と、一回り大きな心を育む夏休みに 

してくれることを願っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ６年生の読み聞かせ       先生のお話し         折鶴づくり 

    

 

 

夏休みを前に、子どもたちには、「夏休み東っ子のくらし」を配付しております。これは、子どもた

ちが夏休みを安全・安心に過ごすために必要なことをまとめたものです。 

四角囲みで記している５項目は、武雄市の小・中学生の約束事です。地域全体での見守りと

お声かけをよろしくお願いいたします。また、学校では、地域行事への積極的な参加も呼びかけ

ています。地域行事の中でお気づきのことや活躍できた児童がおりましたら、ぜひ、学校へお知ら

せくださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お知らせとお願い ☆ 

① 午前１０時までは、遊びに出ず学習

に取り組みましょう。  

② 午後６時までには、家に帰ります。

その後は、出かけません。  

③ 友だちどうしで、よその家にとまっ

てはいけません。  

④ 遊技場（ゲームセンター・ゲームコ

ーナー・カラオケボックス・映画館

・ボウリング場など）の出入りは保

護者または保護者が認める成人と一

緒に行きましょう。  

⑤ ラインなどの、SNS を使うこと

は、原則禁止です。  

 

「これからの学校の話をしよう」は、武雄市教育委員会が示す『ひとりひとりをみつめて、 

学校を次の時代へ進める』ための武雄市学校教育ビジョンです。 

本校では、7月 15 日（水）に「平和集会」を行いました。 

集会では、６年生が平和に関する絵本の読み聞かせをしてくれました。読み聞かせを聴 

く子どもたちの表情は真剣そのもので、よく考えながら聴いてくれていました。その後、一人

一人が平和への祈りを込めながら、折紙で鶴を折りました。この折鶴は、６年生が長崎修

学旅行で献鶴を行ってくれます。 

「世界平和」と聞くと、どこか遠い国の話のように感じてしまうかもしれませんが、まずは、 

「私たちの身近なところから取り組みを始める」ことが大切だと思っています。 隣にいる友

達にやさしくすること、相手の気持ちを考えて行動すること、誰もが安心して楽しく過ごせる

学級や学校をつくること。それこそが、世界平和へとつながる第一歩だと考えます。誰かを

思いやる小さなやさしさが集まり、大きな平和へとつながるよう、これからも温かい教育活

動を続けてまいります。 

 
 

平和への祈りを込めた平和集会 


